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インドネシア・バリ島の教育機関に関係のある

ガムラン・ゴング・クビャールの音高
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Pitch of Gamelan Gong Kebyar Relative to Educational Institution in Bali of Indonesia
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Bali in Indonesia is known as an island of entertainments with gods.For Balinese people,Gamelan
 

music is a part of life and is indispensable to soundscape for daily life.

In this study,the changes of Balinese Gamelan in Indonesia by acoustical analysis are discussed and
 

described.About 50 sets of Gamelan,mainly Gamelan Gong Kebyar which is generally used in Bali,in
 

Japan and Bali were measured and analyzed. As a result, it has been definitely shown that their
 

interference beat frequencies were tuned between 5 Hz from 10 Hz and also their pitches and intervals
 

were differences on the regions and periods in Bali. Gamelan Gong Kebyar is a new Gamelan that
 

created in early 20th century and is the most popular Gamelan in Bali now.Its scale is pentatonic.

In this paper, six sets of Gamelan Gong Kebyar were measured and their pitches calculated from
 

frequency analysis for keyboard instruments(Jegogan,Jublag,Pemade and Kantilan)are compared and
 

examined.Three sets were made by I Wayan Beratha in 1960’s and two sets of them were owned by
 

educational institutions,SMKI and ASTI.The other two older sets were made in early 20th century and
 

one of two was tuned by I Made Regog,Beratha’s father.Another one set was made by I Nyoman
 

Sudarna in 1999.Their pitches of the pitch name 1(ding)for six sets of Gamelan Gong Kebyar are C#

or D.
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１.序論

インドネシアのバリ島は，神々と芸能の島として知ら

れている。バリ島の人々にとって，ガムラン音楽は生活

の一部であり，日常の音風景には欠かせないものである。

ゆえに，その音響的構造や変遷を知ることは，バリ島の

人々の音に対する好みやその変化を知ることでもある。

20世紀初頭から，国際的に関心の高かったインドネシ

ア・バリ島の音楽や舞踊を含む芸能全般は，早くから民

族音楽学の研究対象 となってきたが，これらは各時

代に上演されている音楽･舞踊の民族誌であり，音響工学

的にバリ島のガムラン音楽や楽器を研究対象にした研究

はほとんど見られない。ガムランを音響工学的に分析し
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ているものに，Thomas.D.Rossing らの研究があるが，

これはガムラン・アンクルンの鍵盤楽器ジェゴガンとゴ

ング系楽器タワタワの周波数特性を分析したもので，多

種あるガムラン編成のひとつであるガムラン・アンクル

ンの１セット内２種の楽器のみを解析しただけであり，

西洋においては，この種の研究はほとんどないに等しい。

最近では，ガムラン・スマルプグリンガンに関して，

I Wayan Rai や杉山 が音律に関する研究を行ってお

り，その中で楽器の周波数分析を行っている。

また，ガムラン・ゴング・クビャールに関しては，イ

ンドネシアにおいて，各楽器における基本周波数の解析

を行っている報告がいくつか見られる 。

本研究は，19世紀から21世紀までにおけるインドネ

シア・バリ島のガムランの変遷について，それら楽器の

音響解析とバリにおけるガムラン演奏者あるいは所有

者，楽器製作者および調律師へのインタビューを通して

明らかにすることを最終目的としている。

バリ島のガムランには，儀礼や舞踊の種類などにより

さまざまな編成あるいは楽器が存在する。大きな特徴と

して，どの編成においても楽器２台が一組を成しており，

西洋音楽と異なり，それらはうなりが生じるように調律

されている。著者らは，いままでバリ島でいちばん一般

的に用いられている編成ガムラン・ゴング・クビャール

を中心に50セット近くガムランを測定し音響解析を

行ってきた。これらによれば，大体，ガムランのうなり

周波数は５から10Hzの間で調律されていることがわ

かってきた 。また，ガムラン・ゴング・クビャールの

各楽器の基本周波数における音高を分析し，比較検討し

て，製作された場所や時代における違いについて 察し

ている 。

本報では，20世紀後半においてバリ島で製作された多

くのガムラン・ゴング・クビャールに影響を与えた教育

機関が所有しているガムラン・ゴング・クビャールを中

心に，基本周波数における音高を分析し，ガムラン・ゴ

ング・クビャールの変遷を 察する。

２.ガムラン・ゴング・クビャール

2.1 分析の用いる楽器

ガムラン・ゴング・クビャールの青銅打楽器は，Fig.1

に示すような鍵盤楽器類と銅鑼類のふたつに分けられ

る。

今回の解析対象は，４オクターブの音域を持つ鍵盤楽

器を対象とする。ガムラン・ゴング・クビャールは，ペ

ロッグ音階という１オクターブが５つの音で構成されて

いる音階で，鍵盤楽器は，オクターブの５鍵あるいは２

オクターブの10鍵盤である。いちばん低いオクターブの

ジェゴガン (Jegogan：Fig.2)，２番目に低いオクターブ

のジュブラーグ (Jublag：Fig.3)，ジュブラーグの下か

ら２番目の鍵盤と同じ高さから始まる２オクターブのプ

マデ (Pemade：Fig.4)，さらにプマデの高い方のオク

ターブと重なり２オクターブあるカンティラン

(Kantilan：Fig.4)の４種類である。ガムラン・ゴング・

クビャール１セットでは，ジェゴガンとジュブラーグが

２台ずつあり，それぞれ対の５枚の鍵盤がお互いの高さ

を少しずらして調律されているため，うなりが生じる。

プマデおよびカンティランは，いずれも２オクターブ10

枚の鍵盤を持つ楽器４台ずつある。２台が一組を成して

おり，やはり，それぞれ対の10枚の鍵盤をお互いに音の

高さを少しずらして調律されているため，うなりが生じ

る。鍵盤を製作するときは，まず，音高の高い方（Pen-

Fig.1 ガムラン・ゴング・クビャール

Fig.2 ジェゴガン（鍵盤５枚）

Fi g. 3 ジュブラーグ（鍵盤５枚)
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gisep：プンギサップ）を製作してから，これを基準にし

て，うなりを聴き，調整しながら音高の低い方（Pengum-

bang：プングンバン）を製作する。そこで，製作時に基

準となるプンギサップの鍵盤を用いて分析し，各セット

の音高を比較検討する。

バリ島で用いられているガムランのぺロッグ音階名を

Fig.5に示す。中央に表記しているものはバリで伝統的

に使用されている文字譜であり，読み方を英文字で上部

に示してある。一番下の数字は，音楽大学などで使われ

る数字譜であり，ゴング・クビャールのペロッグ音階は，

７音から１，２，３，５および６番目の音をとって５音

になっている。本報ではFig.5の数字譜を用いる。

2.2 ガムラン・ゴング・クビャールの文献調査における

変遷

ガムラン・ゴング・クビャールは，多数の青銅製打楽

器のアンサンブルであり，現在，バリ島でいちばん一般

的な楽器編成のガムランである。ガムラン・ゴング・ク

ビャールは，20世紀前半に創作された新しいガムランで

あり，バリ島北部ブレレン地域で始まった。1915年バリ

北部のジャガラガで，ゴング・クビャール・フェスティ

バルが行われた記録が残っており ，その後，バリ中央西

部よりのタバナン地域に伝播し，南部バリで演奏される

ようになったのは1920年代である 。なお，北部で創

作された時代，このガムランに用いられる重要な楽器の

一つガンサ・プマデは８あるいは９鍵であり，その後に

現在の10鍵に変化した 。

この新しいガムラン・ゴング・クビャールの人気は大

きく，1950年代までに，かなりの数のガムラン・プレゴ

ンガンやガムラン・ゴング・グデ（音階はガムラン・ゴ

ング・クビャールと同じ５音のペロッグ音階であるが，

鍵盤楽器類のガンサはすべて５枚である。）などの古いガ

ムランが，ガムラン・ゴング・クビャールを作るために

改良され，また，その青銅部分を溶して新たなガムラン・

ゴング・クビャールに作り変えられたようである。

現在，ガムランが製作されている主な場所は北部のサ

ワンと南東部にあるティヒンガンおよびブラバトゥであ

る (Fig.6)。ガムラン・ゴング・クビャールは，所有して

いる村によって，その音程や音高がそれぞれ異なると言

われている 。著者が分析した各地域におけるガムラン・

ゴング・クビャールの各楽器の基本周波数における音高

の結果によると，５音のペロッグ音階における一番下の

音高 (ding)が西洋音階のB （シ ）からD（レ）までさ

まざまあることがわかっている 。

1961年にデンパサールに芸術高等学校SMKIが設立

される。SMKIの元校長であったスマンディ (I Nyoman
 

Sumandhi)氏によれば，当時，ここのガムラン・ゴング・

クビャールを用いて演奏された創作劇スンドラ・タリが，

ラジオ放送でバリ島全域に流されて，大流行した。そし

て，このSMKIが創作したスンドラ・タリを演奏したい

がために，SMKIが所有するガムラン・ゴング・クビャー

ルと同じ音高のガムラン・ゴング・クビャールが数多く

製作されたようである。

1969年には，デンパサールに芸術大学ASTI（現在の

ISI）が設立される。ちょうど，この頃，バリ島ではカセッ

トテープが流通し始めて，ASTIで作曲されたガムラン

の新曲がカセットに録音されて発表されるようになる。

そして，この新曲を各村で演奏したいがために，やはり，

ASTIが所有するガムラン・ゴング・クビャールと同じ音

高のガムラン・ゴング・クビャールが数多く製作された

ようである。

Fig.5 ガムランの音名表記

Fig.6 インドネシア・バリ島

Fi g. 4 プマデ(後方)とカンティラン(前方)(鍵盤10

枚）
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３.測定対象ガムラン・ゴング・クビャール

測定対象のガムラン・ゴング・ビャールは，６セット

あり，以下にそれらの詳細を述べる。

3.1 Set A
 

Set Aのガムラン・ゴング・クビャールは，沖縄県立芸

術大学が所有するガムラン・ゴング・クビャールである。

このガムランは，1999年時点でバリ島において使用され

ている標準的な音高で製作するようにデンパサールの楽

器商スダルナ (I Nyoman Sudarna)氏へ発注された。ス

ダルナ氏はガムラン演奏家でもあり，芸術大学ASTIを

卒業して，芸術高等学校SMKIでガムランの講師の経験

もある。測定は2006年に行った。

3.2 Set B
 

Set Bのガムラン・ゴング・クビャールは，バリ島の芸

術高等学校SMKIが所有するもので，学校が設立された

翌年の1962年に製造された。製作者は，演奏家であり，

ガムラン製作者でもあったブラタ (I Wayan Beratha)

氏が製作して調律を行っている。このセットのジュブ

ラーグの鍵盤は６枚（一般的には５枚）である (Fig.7)。

測定は2008年に行った。

3.3 Set C
 

Set Cのガムラン・ゴング・クビャールは，バリ島の国

立芸術大学ASTI（現在の ISI）が所有するもので，1969

年に製造された。製作者はSet Bと同じブラタ氏であ

る。このセットのジュブラーグも鍵盤は６枚である (Fig.

8)。測定は2011年に行った。

3.4 Set D
 

Set Dのガムラン・ゴング・クビャールは，デンパサー

ル特別地区のアビアン・カパス (Abian Kapas)集落が所

有するもので，1963年にやはりブラタ氏によって製作さ

れている。測定は2010年に行った。

3.5 Set E
 

Set Eのガムラン・ゴング・クビャールは，もともと，

おそらくデンパサール特別地区で初めてガムラン・ゴン

グ・クビャールを所有したブラルアン (Bulaluan)集落の

もので，1929年に製作された。現在は，グレンチェン

(Gerenceng)集落に置かれている。これらの楽器の青銅

部分は，ティヒンガンのパンデが作ったが，調律はブラ

タ氏の父親レゴッ (I Made Regog)氏が行ったようであ

る 。このセットのジュブラーグの鍵盤もSMKIや

ASTIと同様に６枚である (Fig.9)。

ブラルアン集落のグループは，1920年代前半に北部ブ

レレン県にあるリンディキット (Ringdikit)集落と交流

があり ，北部におけるジュブラーグの鍵盤の数は多

いので，1929年にガムラン・ゴング・クビャールを製作

するときに，リンディキット集落のものを参 にした可

能性がある。測定は2011年に行った。

Fig.7 SMKIのジュブラーグ（鍵盤６枚）

Fig.8 ASTIのジュブラーグ（鍵盤６枚）

Fig.9 ブラルアン集落が所有していたジュブラーグ

（手前：鍵盤が６枚）およびジェゴガン（奥：鍵

盤５枚）
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3.6 Set F
 

Set Fのガムラン・ゴング・クビャールは，バリ島北部

ブレレン県にあるリンディキット集落が所有するもの

で，村で行ったインタビューによれば，1912年に製作さ

れたようである。このセットのジュブラーグは鍵盤が８

枚であり，ジェゴガンも鍵盤が６枚（一般的に５枚）で

ある (Fig.10)。前述したように，1920年代，この集落の

グループはデンパサール特別地区のブラルアン集落と交

流があったようである。測定は2009年に行った。

４.測定方法および分析

録音機には，DATあるいはWave Recorder（いずれ

もサンプリング周波数44.1Hz，録音モード16ビット）

を用いた。基本的に周波数を測定するだけなので，暗騒

音に気をつけながら周りが静かなとき，それぞれの楽器

の鍵盤をひとつずつ叩き，オーバーロードしないように

レベル調節を行い録音した。録音したデジタルデータを

Waveファイル形式でコンピュータのハードディスクに

保存し，それらをB&K製のFFTソフトを用いて周波

数分析を行い，各鍵盤の基本周波数における周波数を求

めた。なお，周波数の分解能は任意に設定できるが，今

回は0.5Hzで行っている。

さらに，A4の音を440Hzとして，各鍵盤の周波数 f

(Hz)をセント数値に変換し，各音高を西洋音楽の十二平

律で表示する。例として，沖縄県立芸術大学が所有す

るガムラン・ゴング・クビャールの音高を Table 1に示

す。音の高さは４オクターブあり，５音階のため，１オ

クターブ目の最後の音名は１-６と表記する。音高は上記

で説明したように，十二平 律の音名で表示しており，±

の表示はセント差である。例えば，音名１-１の音高はC#

（ド#）だが11セント高い。最終的に４オクターブ分の各

５音階の音高を平 して，それぞれを比較検討する。

５.測定結果および 察

ガムラン・ゴング・クビャールSet AからFの音高を

Table 2に示す。

Set Bの芸術高等学校SMKIが所有している1962年

製のガムラン・ゴング・クビャールとSet Eのブラルアン

集落が所有していた1929年製のそれは，いずれも５音の

音高が下からD，E ，F，A，B と並んでいる。Set B

は演奏家でもあるブラタ氏が調律しており，Set Eは，ブ

ラタ氏の父親レゴッ氏が調律している。いずれのガムラ

ン・ゴング・クビャールも旋律が演奏されるジュブラー

グが鍵盤６枚（一般的には５枚）あるので，Set Bを製作

するにあたり，ブラタ氏は父親が調律したSet Eを参

にした可能性が えられる。

Set Cの国立芸術大学ASTIが所有している1969年

製のガムラン・ゴング・クビャールとSet Dのアビアン・

Fig.10 リンディキット集落が所有しているジュブ

ラーグ（奥左および中央：鍵盤が８枚）および

ジェゴガン（奥右：鍵盤が６枚）

Table 1 沖縄県立芸術大学のゴング・クビャールの音高

Pitch Name  Frequency(Hz) Pitch(cent)

１-１ 139.5 C#＋11

１-２ 151.0 D ＋48

１-３ 168.5 E ＋38

１-５ 210.0 G#＋19

１-６ 224.0 A ＋31

２-１ 277.0 C#－１

２-２ 300.0 D ＋37

２-３ 329.5 E －１

２-５ 417.0 G#＋７

２-６ 449.0 A ＋35

３-１ 565.0 C#＋33

３-２ 597.0 D ＋28

３-３ 662.0 E ＋７

３-５ 826.5 G#－９

３-６ 884.0 A ＋８

４-１ 1129.5 C#＋32

４-２ 1212.5 D#－45

４-３ 1344.5 E ＋34

４-５ 1664.0 G#＋３

４-６ 1790.0 A ＋29

５-１ 2236.5 C#＋15
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カパス集落が所有している1963年製のそれは，いずれも

５音の音高が，下からC#，D#，E，G#，Aと並んでお

り，音名２を除く４音は，SMKIが所有するSet Bの音

高よりいずれも約半音低く，音名２においても約50セン

ト低い。やはり，いずれもブラタ氏が製作しているが，

1963年に Set Dを製作するにあたり，前年製作したSet
 

Bの音高よりも約50セントから半音さげて製作したと

えられる。

また，1999年時点でバリ島において使用されている標

準的な音高で製作するように注文されたSet Aの沖縄

県立芸術大学が所有しているガムラン・ゴング・クビャー

ルは，いずれも５音の音高が，下からC#，D，E，G#，

Aと並んでおり，ASTIが所有するSet Cの音高と音名

２が約30セント低いが，ほぼ同じ高さである。これを製

作した演奏家でもあるスダルナ氏はASTIを卒業して

いるので，彼が用いている1999年時点での標準的な調律

は，ASTIのガムラン・ゴング・クビャールを参 にして

いた可能性が えられる。

Set Fの製作年代が一番古いバリ島北部ブレレン県の

リンディキット集落におけるガムラン・ゴング・クビャー

ルの音高において，音名１はSMKIの Set Bやブラルア

ン集落のSet Eのそれに近いが，音名２から５はASTI

の Set Cやアビアン・パカス集落のSet Dのそれらに近

い。

ブラルアン集落が1928年まで使用していたガムラン

があるので，レゴッ氏が1929年に新しいガムラン・ゴン

グ・クビャールの音高を調律するときに，親交があった

リンディキット集落の1912年製のそれを参 にしたと

は一概に言えないが，可能性は えられる。

６.結論

今回，SMKIとASTIの教育機関が所有するガムラ

ン・ゴング・クビャールとそれらに関わりのある６セッ

トのガムラン・ゴング・クビャールにおける音高につい

て 察した。

その結果，いずれも５音階の一番下音名１がC#かD

で調律されていることが確認された。これらは，いまま

で測定してきたガムラン・ゴング・クビャールの中では，

高い方に分類される。

今後，さらに同じペロッグ音階を持ち，ガムラン・ゴ

ング・クビャールよりも古いガムランであるガムラン・

プレゴンガンやガムラン・ゴング・グデについても解析

を行い，地域や時代によるガムラン・ゴング・クビャー

ルの音高の変遷について調査していきたい。
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